
学生の確保の見通し等を記載した書類 

１．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

（１）学生の確保の見通し

・ 定員充足の見込み

岡山大学医学部医学科の平成 20 年度以降の入学定員については，平成

21 年度に「緊急医師確保対策」に基づき平成 29 年度までの期限を付した

５名の臨時定員増を，平成 22 年度に「経済財政改革の基本方針 2009」に

基づき平成 31 年度までの期限を付した７名の臨時定員増を，平成 23 年度

には「新成長戦略」に基づき平成 31 年度までの期限を付した３名の臨時定

員増を，また，平成 30 年度には，平成 29 年度までの期限を付した増員暫

定措置の延長として平成 31 年度までの期限を付した２名の臨時定員増を

それぞれ実施した。さらには，平成 21 年度に「経済財政改革の基本方針

2008」に基づき５名の恒久定員増を実施した。 

令和５年度を期限とする９名（地域枠：岡山県４名，広島県２名，鳥取

県１名，兵庫県２名）の入学定員について，令和６年度までの期限を付し

た再度の入学定員増において，地域枠９名の入学定員増を行い，さらに令

和６年度の入学定員を再度の定員増を行わなかった場合の 100 名から 109

名に変更する。 

 本学医学部医学科の平成 29 年度の志願者数（一般入試，推薦入試，国際

バカロレア入試，私費外国人特別入試）は 469 名で，志願倍率は 4.1 倍，

平成 30 年度～令和５年度の６年間の志願者数（一般入試，推薦入試，国際

バカロレア入試，私費外国人特別入試）は，349 名から 600 名の間で推移

しており，平均志願者数は 442 名で，平均志願倍率は 3.94 倍である。 

 このうち，地域枠コース志望者を対象とする推薦入試の状況は，次のと

おりであり，高い水準を維持している。 

・岡山県地域枠

平成 29 年度（入学定員７名）

志願者数 61 名 志願者数 61 名 

志願倍率 8.7 倍 入学定員充足率 100％ 

平成 30 年度～令和５年度（入学定員４名） 

志願者数 22 名から 35 名 平均志願者数 28.8 名 

平均志願倍率 7.2 倍 入学定員充足率 100％ 

・広島県地域枠

平成 29 年度～令和５年度（入学定員２名）

志願者数４名～19 名 平均志願者数 11.0 名 

平均志願倍率 5.5 倍 入学定員充足率 71.4％ 

・鳥取県地域枠
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平成 29 年度～令和５年度（入学定員１名） 

志願者数 2 名～10 名 平均志願者数 6.1 名 

平均志願倍率 6.1 倍 入学定員充足率 100％ 

・兵庫県地域枠

平成 29 年度～令和５年度（入学定員２名）

志願者数 11 名～24 名 平均志願者数 17.1 名 

平均志願倍率 8.6 倍 入学定員充足率 85.7％ 

令和２年度選抜，令和３年度選抜において欠員を生じた県があるものの，

県との高校訪問や説明会の開催，第二次募集の実施等により，令和２年度

選抜，令和３年度選抜以外では定員を充足している。説明会やオープンキ

ャンパスにおいて，地域枠コースに関する受験予定者が高い興味を示して

いる様子が見られ，次年度以降においても相当の志願者及び受験者が見込

まれることから，明確な目的意識を持った優秀な学生の確保が可能である。 

《入学試験実施状況（一般入試，推薦入試，国際バカロレア入試，私費外国人特別入試）》 

区 分 ・

入 学 年 度

平成 29 

年度 

平成 30 

年度 

平成 31 

年度 

令和２ 

年度 

令和３ 

年度 

令和４ 

年度 

令和５ 

年度 

募 集 人 員 115 112 112 112 112 112 109 

志 願 者 数 469 380 407 465 424 600 349 

志 願 倍 率 4.1 3.4 3.6 4.2 3.8 5.4 3.2 

受 験 者 数 444 361 369 412 382 415 326 

入 学 者 数 115 112 112 110 108 112 109 

定員充足率 100% 100％ 100％ 98% 96% 100% 100% 

《推薦入試（岡山県地域枠コース）実施状況》 

区 分 ・

入 学 年 度

平成 29

年度 

平成 30

年度 

平成 31

年度 

令和２

年度 

令和３ 

年度 

令和４ 

年度 

令和５ 

年度 

募 集 人 員 7 4 4 4 4 4 4

志 願 者 数 61 35 23 35 33 22 25 

志 願 倍 率 8.7 8.8 5.8 8.8 8.3 5.5 6.25 

受 験 者 数 61 35 23 29 33 21 23 

入 学 者 数 7 4 4 4 4 4 4

定員充足率 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 
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《推薦入試（広島県地域枠コース）実施状況》 

区 分 ・

入 学 年 度

平成 29

年度 

平成 30

年度 

平成 31

年度 

令和２

年度 

令和３ 

年度 

令和４ 

年度 

令和５ 

年度 

募 集 人 員 2 2 2 2 2 2 2

志 願 者 数 19 13 12 10 4 5 14 

志 願 倍 率 9.5 6.5 6.0 5.0 2.0 2.5 7.0 

受 験 者 数 19 13 12 7 4 4 12 

入 学 者 数 2 0 2 0 0 2 2

定員充足率 100% 0% 100% 0% 0% 100% 100% 

《推薦入試（鳥取県地域枠コース）実施状況》 

区 分 ・

入 学 年 度

平成 29

年度 

平成 30

年度 

平成 31

年度 

令和２

年度 

令和３ 

年度 

令和４ 

年度 

令和５ 

年度 

募 集 人 員 1 1 1 1 1 1 1

志 願 者 数 5 10 8 5 7 2 6 

志 願 倍 率 5.0 10.0 8.0 5.0 7.0 2.0 6.0 

受 験 者 数 5 10 8 4 7 2 6 

入 学 者 数 1 1 1 1 1 1 1

定員充足率 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 

《推薦入試（兵庫県地域枠コース）実施状況》 

区 分 ・

入 学 年 度

平成 29

年度 

平成 30

年度 

平成 31

年度 

令和２

年度 

令和３ 

年度 

令和４ 

年度 

令和５ 

年度 

募 集 人 員 2 2 2 2 2 2 2

志 願 者 数 20 16 24 22 11 18 13 

志 願 倍 率 10.0 8.0 12.0 11.0 5.5 9.0 6.5 

受 験 者 数 20 16 23 16 11 16 12 

入 学 者 数 2 1 2 2 0 2 2

定員充足率 100% 50％ 100% 100% 0% 100% 100% 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況

本学で開催する入試説明会（高校教員向け，受験生向け），オープンキ

ャンパスに加え，県が主催している説明会において，地域枠コースや地域

医療に関する説明や質疑応答を行っている。オープンキャンパスでは，地

域枠の在学生も参加し，受験予定者からの質問に対応してもらっている。

また，令和２年度選抜，令和３年度選抜において欠員であった広島県に関

しては，広島県担当者と本学地域医療人材育成講座の教員が高校を訪問し，

地域枠に関する説明を行っている。加えて，令和５年度は文部科学省「ポ

ストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業」の一環で，岡山大学，島根

大学，香川大学，鳥取大学による「高校生向け 地域枠・地域医療合同説

明会」を開催した。 
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以上のように，地域枠コースや地域医療をまずは知ってもらうところか

ら，興味はあるが分からないことがあって心配だという気持ちを抱える高

校生やその保護者に対して個別に丁寧に説明を行っていくことにより，学

生確保に努めている。 

２．人材需要の動向等社会の要請 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

本学医学部医学科では，医の倫理に徹し，科学的思考法と高度な医学的

知識・技術を体得し，生涯学習を通じて社会的信頼を得るに足る臨床医並

びに医学研究者を養成し，もって人類の健康と福祉に貢献することを使命

としている。国内では特に中国四国地方を中心に，近畿西部地域にわたる

幅広いホスピタルパートナーシップを構築し，多くの関連病院を束ねてい

る。それは地域医療に関しても本学医学部医学科の使命の下，地域医療を

担う上で必要な総合的診療能力を有する医師の育成，地域医療の充実や医

師確保に関する教育研究並びに地域医療の支援，地域の診療現場や行政と

連携し，適切な地域医療提供体制の構築を行うことが必要であると考える。 

（２）上記（１）が社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものである

ことの客観的な根拠

岡山県では，人口 10 万人当たりの医師数，年少人口 10 万人当たりの小

児科医師数は全国平均を上回っているが，地域や診療科による偏在があり，

県北地域や中山間地域等の医師不足が課題となっている。特に，二次保健

医療圏５圏域のうち，２圏域（高梁・新見，真庭）の県北部については，

医師少数区域であり，また，医師多数圏域の２圏域（県南東部圏域，県南

西部圏域）においても，それぞれ大学病院がある岡山市，倉敷市以外は医

師が不足している。また，診療科偏在については，小児科は真庭圏域，産

婦人科は津山・英田圏域が，それぞれ相対的医師少数区域にあたる。 

広島県では，岡山県に隣接等する県東部地域（福山・府中圏域，尾三圏

域）における人口 10 万人当たり医師数が，全国平均を下回っており，中山

間地域等に勤務する医師の確保が急務となっている。 

鳥取県では，県内最大の医師派遣機関を有する鳥取大学医学部附属病院

が西部医療圏にあることから，東部医療圏，中部医療圏では全国平均より

も人口 10 万人あたりの医師数が不足している。平成 16 年度から開始され

た新医師臨床研修制度の全国マッチングより，鳥取県の臨床研修医は一時

期激減したが，地域枠制度の効果により近年持ち直しつつあるものの，医

療の高度化・専門化も相まって,若手・中堅医師を中心に慢性的な医師不足

が見られる。また，医師実数は全国最小，かつ 60 歳以上の医師が約 1/3

と,全国と比べても高齢化が進んでおり，今後の県内の医療提供体制を維持

するため，若手医師を増やしていくことが必要となっている。 

兵庫県では，８圏域のうち神戸，阪神，東播磨圏域の人口 10 万対医師数

は全国平均を上回る一方で，その他５圏域では全国平均を下回る状況であ
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り，地域偏在が生じている。また，へき地の医療機関や小児科，産科及び

救急科等の診療科・診療分野では，特に勤務医不足が顕在化しており，医

療の継続が困難となっている状況である。引き続き，県内のどの地域でも

安心して医療が受けられる地域医療体制の確保が課題となっている。 

本学では，平成 21 年度から平成 29 年度までの「緊急医師確保対策」に

基づく岡山県地域枠５名，「経済財政改革の基本方針 2008」の「医師不足

が深刻な地域や診療科の医師養成の推進策」に基づく５名の恒久入学定員

増，平成 22 年度に「経済財政改革の基本方針 2009」に基づき平成 31 年度

までの期限を付した７名の臨時定員増，平成 23 年度の「新成長戦略」（歯

学部入学定員の削減を行う大学の特例）として３名の増員（一般入試），

平成30年度には，平成29年度を期限とした増員の暫定措置の延長として，

岡山県地域枠２名の増員を行ってきた。 

さらに，「経済財政運営と改革の基本方針 2018～少子高齢化の克服によ

る持続的な成長経路の実現～」（平成 30 年 6 月 15 日閣議決定。骨太の方

針 2018），「経済財政運営と改革の基本方針 2019～『令和』新時代：

「Society5.0」への挑戦～」（令和元年 6 月 21 日閣議決定。骨太の方針

2019）に基づく，文部科学省高等教育局長及び厚生労働省医政局長通知「地

域の医師確保等の観点からの令和２年度医学部入学定員の増加について」

(令和元年９月２日付け元文科高第 391 号，医政医発 0902 第３号)，「地域

の医師確保等の観点からの令和４年度医学部入学定員の増加について(通

知)」(令和３年８月 16 日付け３文科高第 501 号，医政発 0816 第９号)及び

「地域の医師確保等の観点からの令和５年度医学部入学定員の増加につい

て（通知）」（令和４年８月 10 日付け４文科高第 627 号，医政発 0810 第

４号）により，平成 31 年度の入学定員を超えない範囲でその必要性を慎重

に精査し，医学部定員を維持してきた。令和５年度までに 116 名の地域枠

学生を確保し，うち 68 名が卒業，各県の地域医療に貢献しているところで

ある。このたび，「地域の医師確保等の観点からの令和６年度医学部入学

定員の増加について（通知）」（令和５年８月８日付け５文科高第 669 号，

医政発 0807 第 12 号）を受け，岡山県が実施する「岡山県医師養成確保奨

学資金貸与制度」，広島県が実施する「広島県医師育成奨学金制度」，鳥

取県が実施する「鳥取県臨時特例医師確保対策奨学金制度」，兵庫県が実

施する「兵庫県養成医師制度」のこれまでの実績と，今後の必要性を各県

と協議し，地域枠定員の措置が必要であるとの結論を得て，医学部医学科

の入学定員９名（岡山県地域枠４名，鳥取県地域枠１名，広島県地域枠２

名，兵庫県地域枠２名）の増員を行うものである。 
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